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●
魚

｝
“

講

詞
…

病

三
V

　

鮭

科
魚
類
を

襲
ふ

施

轉
病
（

鬥
）

門

 

げ

評
門

9
づ

犀
『
の

冒
）

は、

最
も

恐

る

べ

き
疾
病
の
一

で

あ
る

が
、

是
は、

魚
が、

其
の

病
源
蟲
で

あ

る

　

錦
一

岡
。

旋
韓
病
に

罹
れ
る
「

ザ

イ

プ

リ

ン

ゲ
」

と
虹

鱒
、

畸

形
と

尾
部
黒
變

。

写3

（

講

　
　
話
）

　
O
魚

病
　
（

石

井
）

とftuy
理

學

士

石

井

重

美

胞
子

蟲
を

含
有
す
る

自
然
の

食

物
を
攝
取

す
る

事
に

依
つ

て

惹
起

さ

れ

る

も

の

で

あ
る

．

此
の

病
氣
は
、

冬
鱒

化
し

て

稚
魚
に
、

六

七

月
頃
に

至

つ

て

現

は

れ

る

の

で
、

八
月

に

な

る

と
餘
殺
少
く
な

る。

鮭

科
魚
類
で

も、

最
も
多
く

侵
さ

れ

る

の

は
、

「

バ

ヅ

ハ

ザ

イ

プ

リ

ン

ク
」

（

G。

ミ

ミ
、〕
§

§
＆
恥

）

や

虹
鮎

購

（

円
『

寂

黛
寒

噛

嵐
匙
馬

霹
）

で
、

河
鱒
（

段、
壽

警
誉
蕊
。

）

は

侵

さ

れ

る

事
が

稀
で

あ
る

。

此

の

病

氣
に

罹
る

と
、

稚
魚
は、

發
作

的
に

、

運
動

障
害
を
表
は

す
。

即
ち、

病
魚
は、

其
の

臼
く

光
る

腹

部
を

上

方

に

向
け
て

、

突
然

急
激
な

旋
轉
蓮

動

を

始
め

、

暫
ら
ζ
そ

れ
を

繼
績
し
陀

後
水

底
に

沈
ん

で、

呼

吸
困

難
の

駄

態
を
示
す

．

そ
れ

か

ら
漸
次

に

状
態
が

鎭

靜
し
て

體
の

位
置
も

常

態
に

復
し

、

再
び

泳
ぎ

出

す

や

う
に

な

る

が
、

す
る

と、

程
な

く、

又

第
二

の

發
作
が

起
つ

て
、

前
の

や

う
な

旋
轉

運
動
が

繰
返
さ

れ

る
。

霧
樣
に

し
て

數
日

を
經

過

す
る

が
、

病
魚
の

多
く

は
、

逾
に

は

嚢
錫
の

結
果
死
滅

し
て

了

ふ
。

病

氣
の

激
し
い

塲

合
に

は、

器
中
の

稚
魚

全
部
が

絶
滅
す

る

や
う
な

塲
合
が

あ
る

。

病
魚
に

は、

漸
次
的
に
、

別

圖
に

表
ぼ

し
セ

や

う
な

晦
形
が

生

三

九
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（

講

　
　

話
）

○
魚
病

　
（

石

井
）

す
る

。

即

ち
下

顎
の

發

育
が

停
止

し
て、

口

を

閉
ぢ
る

事
が

出

來

な

く

な

る
。

聽
域
器
の

あ

る

部
分
が

陷
入

し
て
、

其
處
に

一

つ

の

凹

處
が

出
來

る
。

脊
椎
が
一

ケ

處
若
く

は

數
ケ

處
に

於
て
、

い

ろ

い

ろ

の

方

向
に

轡
曲
す

る
。

そ

れ
か

ら、

可
な
り

早
期
に

於
て
、

著
し
い

尾

部
の

蠡
が

隼
る

（

謬
3

。

　

第
二

圖
。

碧→
§
肆

§．
騨

P

菷
町

ミ
 

の

胞

子
。

長

樫

七

ー

九
屮

。

冖

　
c

四

Q

　
　

以

上

邇
ベ

セ

や
う
な

種
々

な

病
理

的
現

象
は

、

卜

§
ご

竜
。

養

　
。

ミ
S
毳
駐

と
い

ふ
一

種
の

粘
液

胞
子
蟲
が

寄
生
す
る

事
に

依
つ

　

て

惹
起

さ

れ

る

も

の

で

あ

る
。

稍
や

病

勢
の

進
ん

だ

者

で

は
、

其．

　

の

骨
格

系

統
中、

何
蜘
の

軟
骨
部
に

於
て

も、

「

γ

ン

ト

ス

ポ

ラ
」

　

の

胞
子

（

錺
馳

響
を

見
出
す
事
が

出
來
る

。

　
　

最
初
に、

此
の

寄
生
蟲
は、
「

頭
骨
の

基

部
に

現
は

れ、

次
で

聽

　

威

器
の

在

る

部
分
を
襲
ふ
。

耳
 

藏

し
て

居
る

軟
骨
は、

そ

れ

が

　

爲
に

著
し
い

障

害
を
蒙
り
、

逖

に

破
壊
さ

れ
て

了

ふ
。

そ
こ

で
．

　

そ

の

中
に

あ
つ

て
、

體
の

李
衡
を

司
る

牛

規
管
は
、

被
蓋
を
失
ひ
、

　

些
細
な

刺
戟
（

例
へ

ば

顎

部
筋
肉
の

收
縮
等
）

の

爲
に

も、

直
接
に

　

著
し
い

影
響
を

蒙
つ

て
、

本
病
に

特

有
な

平
衡

障
害
を

來

し、

か

　

の

旋
轉
運

動
を
惹
起

す
る

や

う
に

な

る

の

で

あ

る
。

一

　

寄
生

蟲
は

淋
巴

道

を
介
し
て

、

頭

骨
の

基

部
よ

り

諸
所
に

傳
播

一
　

す
る

。

先
づ

、

頭

骨
中

の

他
の

部
分
に

行

き、

吹
で

脊
椎
の

最
初

…
　

の

部
分
よ

り

順
次

に

全
脊
椎
に

廣
が

り、

逾
に

は

各

鰭
の

基

部
の

　

軟

骨
部
に

迄

侵

入
す
る

。

　
　

此

の

嵜
生
蟲
は、

斯

樣
に

體
の

種
々

な

る

部
分
に

侵

入

す
る

が
、

…

併
し
な

が

ら、

其
の

侵

す

處
は

、

總
て

軟

骨
で

あ
つ

て
、

軟
骨
以

　

前
の

組

織
は

决
し
て

侵

さ

毋
。

軟
骨
が

普
逋
の

硬
い

骨
に

換
る

に

…、
　

及
ぺ

ば
、

寄
生
由
蟲

は

最
h

早

や
甘
端

處
に

生
活
す
る

事
は
出冖
來
の

。

撫

耕

　

樣
な

奇
妙
な

特
質
を
持
つ

て

居
る

か

ら
、

此
の

寄
生
蟲
は、

未
だ

　

其
の

骨
格
の

大

部
分
が

軟
い

軟
骨
で

あ
る

稚
魚
の

み

を

襲
ふ
の

で

　

あ
る

。

　
　

尾

部
の

黒

變
は

下

の

や
う

に

し
て

惹
起
さ

れ

る
。

脊
椎
が

「

レ
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ン゜
ト

ス

ボ

ラ
」

に

侵
さ

れ

る

と 

其

の

刺
戟
の

爲
に

、

其
處
に
、

堅
實
な

肉
芽

獣
の

隆
起
物
が

出
來

る
。

此
の

隆

起
物
は

上
方
に

於

て

は

脊
髓
を

壓

遉
し

、

下

方
に

於
て

は

交
威
神
經

を
壓
逍
す
る
。

處
が

．

色
素
の

鬢

育
如

何
は、

交

威
紳
經
の

支

配
す
る

處
で

あ

る

か

ら、

交
戚

沸
經
が

壓
逍
を

蒙
つ

て
、

其
の

作

用
に

支

障
を
家
す

と、

自
然、

色
素
の

發

育
に

も

障
害
を

及
ぼ

し

て
、

そ
れ
よ

り

以

後
の

尾
部
に

、

黒

變
を
惹
起

す

る

や
う

に

な

る

の

で

あ

る
。

魚
病

第
三

圖
。

人
口

培

養
基
上

に

培

養
し

れ

ろ

蹌
踉

病
の

病

源

體
。

約
二

十

倍
廓
大

。

難篷靆
・ 

霧
擁
ご熱

熱

ヒ

信、一
謬
節

　
蠱
｛

蕚」

蠶 覊

（

講

　
　
話
）

○
魚

病

　
（

石

芽
）

に

は
、

随
分、

種
々

雜
多
な

種

類
が

あ
る

が
、

此

の
「

レ

ン

ト

ス

ポ

ラ
」

の

寄
生
に

依
つ

て

逸
る

病
氣
程

、

外

部
的
の

い

ろ

！
丶
の

症
駅

が
、

内

部
の

解
剖
的
事
實

に

よ
つ

て
、

的
確
に

且

つ

合
理

的

に

證

明
し
得

ら
れ

る

塲
合
は

稀
で

あ
る

。

　
本

病
の

豫
防
は、

其
の

ヱ

チ
オ
ロ

ギ
ロ

病
因

論
か

ら
策

畠
す
る

事

が

出

來

る
。

即
ち、

八

月

以
後
に

は
、

稚
魚
の

化

骨

が

可
な

り

進
ん
で、

寄
生

蟲
侵

撃
の

虞
が

少
な

く、

從
つ

て

危
險
の

度
も

低
く

な

る

か

ら、

專
ら
八

月
以

　

葡
に

疾
病
の

發
現
せ

ぬ

や

う
に

注
意

す
る

事
が

必

要
で

あ

る
。

又
、

　

本
病
は、

地

方

に

よ
つ

て
、

特
別
に

多
く

病
源
蟲
の

分

布
し
て

居

　

る

や

う

な

事
が

あ
る

か

ら、

縱
へ
、

餌
料
に

充
分
の

注
意
を
拂
つ

　

て

も、

發
病
を

防
ぎ
得
な

い

塲
合
が

あ
る

。

そ

れ

故
、

本

病
を

完

　

杢
に

豫
防
し

や

う
と
す
る

に

は、

餌
料
に

注

意
可

る

と
同

時
に、

　

稚
魚
が

罹
病

危
期

を
經
過
す
る

迄、

即
ち
八
月

頃
泡、

之

を、

溶

…
　

毒
其
の

他
の

作

業
に

梗
宜
な
、

木
製

若
く

は
セ

メ

ン

ト

製
の

飼
養

　

器
中
に

飼

養
す
る

事
が

必

要
で

あ

る
。

…
　
　

旋
轉
病
に

似
陀

病
氣
に

蹲
粮
病
（

日

鬘
琶
巴

胃
矍
貯
ゴ

魯
）

と
云

ふ

吊
　

の

が

あ
る

。

是

は
、

矢
張
b

、

旋

轉
病
と
同

様
に
、

鮭

科
魚
類
に

　

特
有
な

病
氣
で、

鯉
料
の

者
に

は

未
だ

見
ら
れ
な

い
。

此
の

病
氣

　

の

主

な

特
徴

は、

矢
張

り、

罹
病

魚
の

運

動
障
害
に

あ

る

の

で

あ

…
　

る

が
、

そ
の

旋
轉
病
と
異
る

處
は、

そ
れ

が
、

急
激
な

發
作

的
な

へ
　

も

の

で

な

く、

寧
ろ

緩
漫
な
、

恰

度、

酒
客
の

蹌

銀

と

し
て

足

許

…
　

の

定
ま
ら
濾

が

如

き

樣
あ
る

事
で

あ
る

。

獪
ほ

旋

轉
病
は、

稚
魚

 
　

の

み

を
侵

す
の

で

あ
る

が
、

本
病
は

稚
老
の

別
な

く．

何
れ
の

時

…
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　へ

　

代
の

魚
を

も

侵
す
相
違
が

あ
る

。

蹌

銀

病
の

經

過
は
緩

漫
で

は

あ

　

る

が
、

病
魚
は

次

第
に

死
の

轉
歸
を

取
る

や

う
に

な
る

。

併
し

本

　

病
の

發
現
は

旋
轉
病
程
頻

繁
で

な

い

か

ら、

實
際
上

に

は
後
者
程

　

の

慘
害
を

興
へ

る

も
の

で

は

な

い
。

　
　

蹌
黷
病
の

病
源
體
は

植
物

性
の

も
の

で

あ

っ

て
、

　

N

鼻
ミ

導

　

§
ぎ

§
恥

と
い

ふ
一

種
の

下

等

菌
類
で

あ

る
。

（

譯
渚
日
、

以
前

、

此

　

の

病
源

體
は

動
物
性
の

も
の

と

思
は

れ
て

居
だ

の

で
、

ホ

ー

フ
ェ

ア

　

な

ど

は、

口、

恐

ら
く

は

粘
液
胞
子
蟲
近

似
の

胞
子

蟲
な

ら
ん
』

と

日

四
心
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（

講
　
　
話
）

　
○
魚
病
　
（

石

井
）

つ

π
。

）

此

の

寄
生

菌
は、

心

臓
、

肝
臓、

腎
臓．

習、

膓、

筋
肉、

腦
及

び

眼
球
と
い

ふ

や

う
に、

宿
主

の

何
れ
の

器

宮
に

も
寄
生

す

る

も
の

で
、

若
し
其
の

寄
生

塲
所
が

腦
で

あ

る

塲
合
に

は、

前

掲

し
泥

や

う
な

本
病
特
有
の

運

動
障
害
を
起
す
の

で

あ

る

が
、

併
し

な

が

ら

總
て

の

塲
合
に

皆
然
り

と
云

ふ

の

で

は
な

い
。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　｝

　
「

イ

ク

シ

オ

フ

ォ

ー

ヌ

ス

」

が

侵
入

し
て

來

る

と、

宿
主
の

其

の

部

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　｝

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一

分
の

組

織

は
、

是
に

鋼
し
て

活
濃

な

對
抗
運

動
を

始
め

、

結
組

織

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　へ

の

嚢
を

作
つ

て
、

外
敵
を
其
の

局
所
に

封
鎖
し
や

う
と

す
る
、

若

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一

し
此
の

封
鑽
作

業
が

完
杢
に

成
効
す

る

時
は、

寄
生

菌
の

有

害
作

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一

用
は

殆

ん

ど
除
外
さ

れ
て

了

ふ

が、

併
し

な

が

ら
、

多
ぐ
の

塲
合
に

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　へ

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一

は
、

其
の

封
鑞
が

突
破
さ

れ
て
、

菌
類
は

周
圍
の

組
織
に

蔓
延

蕃

殖

し、

其
の

結

果、

自

血
球
集
合
と

な

り
、

肉
芽
釈

物
の

形

成
及

壊
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　｛

疽
と
な

り、

途
に

著
し
い

器

管
障
害
を
惹
起
す
に

至
る

の

で

あ
る

。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一

　

本
病
の

初

期
に

於
て

も、

解
剖
檢

査
を

行
ふ

時
は、

局
處
に

は

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　…

巳
に
、

微
細
な

白
斑
を

認
め

る

事
が

出

來

る
。

此

の

白
斑
は
、

後

｝

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　一

に

は、

直
徑
一

乃
至
二

粍
位
に

成

長
す
る

。

甚
し
く

寄
生
菌
の

侵

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　…

害
を
受
け
だ

器

管
は．

此

の

臼
斑
の

爲
め

に
、

恰
度

、

　一

面
に

粗

い

砂
を

振
か

け

π
や

う
に

見
え

る
。

　

鎗
踉
病
の

病
源

菌
は、

藻
菌
類
（

勹

ξ
8
日
饗
Φ

8
ω

）

に

屬
す
る

も

の

で
、

或
る

期
間
内
は、

之
を

人
工

培

養
基
上

に

養
ふ

こ

と
が

出
來
る

。

本

菌
の

保
續
胞
子

　
（

一
）

碧

羣．
琶
。

同

g
）

　
は

、

菌
原
の

末

端
に

出

來

る

球
形
の

物
膿
で

あ
つ

て
、

魚
が

食
物

と
共

に

此
の

胞

子

を

攝
取
す
る

時
は

、

胞
子

は

魚

體
内
に

入
つ

て

發

芽
し、

蕃
殖

し、

蹌
踉

病
の

基
因
を
な

す
の

で

あ

る
。

囚

二

　

下

等

菌
類

の

寄
生
に

依
つ

て

惹
起
さ

れ
る

注
意
す
べ

き
魚
病
に

は
、

獪
ほ
鯉
の

鰓

腐
病

つ

ム
Φ
口・

9
肆

巳
o

山

頸

医
9
冒

嘗
魯

）

と
い

ふ

の

が

あ

る
。

此

の

病
源

菌
（

切
噂・

§

§
§

喫

§
助

§

ミ
譜

）

は、

蹌

踉

病
の

病
源

體
と
同

樣
に
、

藻
菌
類
に

屬
す
る

も
の

で
、

病
魚
の

鰓

血

管
の

血
液

中
に

棲
息
し、

そ

れ

よ

り

以

前
の

組
織

中
に

は

决

し
て

侵
入

を
せ
灘

。

「

プ

ラ

ン

キ

ォ
、−、
セ

ス

」

の

寄
生
塲
所
が

、

斯
樣
に、

鰓
に
の

み

局
限
さ

れ
て

居
る

の

は、

恐

ら

く
は

、

此
の

菌
類
が

特

別

に

多
量
の

酸

素
を
要
す
る

爲
で

あ

ら

う
。

　
「

プ

ラ

ン

キ

オ

ミ

セ

ス

」

は、

其
の

附
近
に

著
し
い

剰
戟
を
與
へ

訟

と

見

え
て
、

周

圍
の

組
織
は

、

外
見
上

、

是
に

對
し
て

何
等
劉
抗

的、

防

禦
的
の

現
象
を
表
は

さ

譫
。

併
し

な
が

ら、

此
の

菌
の

存

在
は
、

宿
主
に

取
つ

て

容
易
な

ら
澱

障
害
で

あ
つ

て
、

罹
病
魚
は

、

總
て
、

僅
か

數
日

の

後
に

必

す
死
滅
す
る

の

で

あ
る
。

斯
樣
に、

此
の

菌
の

作
用
の

激
烈
で

あ
る

の

は
、

罹
病
魚
の

鰓
の

血
管
が

、

盛
に

繁
殖
す
る

菌
糸
の

爲
に

閉
塞
さ

れ
る

結

果、

血
行

に

芸冖

し
い

障
害
を

來
し、

逾
に

病
魚

を

し

て

窒
息
せ

し
む
る

爲
で

あ

る
。

　
「

ブ

ラ

ン

キ

オ

ミ

セ

ス

」

は
、

其
の

蕃
殖
力
が

極
め

て

迅
速
で

あ

る

か

ら、

養
魚
上

に

及
ぼ

す
害
毒
も

亦

甚
大
で

あ
つ

て
、

僅
か
一

週

日

の

中
に、

全
池
の

魚
を

悉

く

失

ふ

や

う
な

塲
合
が

あ

る

の

で

あ

る
。

此
の

疾
病
は、

斯

様
に

恐

る
べ

き

も
の

で

は

あ
る

が、

併

し

そ

の

發
現
す
る

事
が

餘
b

盛
で

な

い

か

ら、

其
の

點
は

多
少

意

を

休
め

る

事
が

出
來
る

．

　
本

病
は

如
何

に

し
て

發

現

す

る

か
、

そ
れ

等
の

點
は、

今
獪
ほ、

委
し

く

知

ら
れ
て

居
ら
ぬ

。
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